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12月14日㈰にタレント・ファッションモデルの

〇〇〇〇〇さんが講演会を行います

〇に当てはまる言葉は?

前月号の答えは  ▶徒歩

今月の「ひと」

市内ホテルで開催したディナーライブの様子

看
護
師
か
ら
音
楽
の
道
へ
転
身

ジャズピアニスト

岩城 麻実さん（35）

応
募
は
こ
ち
ら

応募方法　　　 11月30日㈰までに答え、郵便番号、住所、氏名、年
齢、電話番号、広報とまこまいへのご意見・感想を記載し、はがき
(消印有効)または左記二次元コードで
宛先 ▶ 〒053-8722　旭町4-5-6　秘書広報課 広報担当
応募は1人各月1回まで。当選者の発表はプレゼントの発送を
もって代えさせていただきます。

Interview

とまこまい
検定
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A

いわ   き あさ   み

「最優秀賞を狙っていたのでとて
も悔しかった。絶対リベンジした
い」と岩城さんは意気込みます。

看護師からジャズピアニストへ
4歳で電子オルガンを習い始め、
小学4年生で全道コンクールに
出場するほどに。札幌医科大学
に進学し、ジャズ研究会に入った
ことをきっかけにピアノを本格的
に始めました。 盤の違いに苦戦
しつつも、演奏の楽しさが勝って
いました。
看護師として働き始めてからも、
ジャズバーなどで演奏を続けます。
出産後看護師に復帰してからは、
ピアノに時間が割けない多忙な毎
日。「このままでいいのか」と自問

自答の末、11年間務めた看護師か
ら音楽の道へ転身します。背中を
押してくれたのは、これまでもドラ
マーとして支えてくれた夫でした。

苫小牧からジャズを発信
現在は苫小牧を拠点に、イベント
などで演奏しています。「地元だ
からこそ出会える人や生まれる音
楽がある」と岩城さん。ライブで
は、曲への思いを紹介する自身の
MCも人気です。
指導にも力を入れていて、幼児か
ら70代までの生徒にジャズの楽
しさを伝えています。「大好きな
苫小牧からジャズを発信し続け
ていきたい」と岩城さんは笑顔で
話します。

サッポロ・シティ・ジャズで特別賞
今年7月に開催された「サッポ
ロ・シティ・ジャズ2025パークラ
イブコンテスト」に、本市出身の
ジャズピアニスト岩城さん率い
るジャズトリオが出場。作曲力と
表現力が高く評価され、見事審
査員特別賞を受賞しました。
全国から応募の約70組のうち、
10組がファイナルへ出場。20分
間オリジナル曲を演奏しました。

抽選で5人に

ホワイトパック

プレゼント！
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